
肺線維症（特に特発性肺線維症：IPF）の治療薬開発は、
創薬研究の中でも難易度が高い領域の一つです。主な課題は、
病態の複雑さ、非臨床モデルの限界、バイオマーカーの不足、
そして臨床試験の難しさにあるといわれています。

今回は肺線維症治療薬創製における課題について説明し、
これらの課題を克服するための杏林製薬での取り組み方、特
にトランスレーショナルリサーチ強化への取り組みについて
お話しいたします。

肺線維症治療薬の創薬

日時：2026年11月20日（金）16：45〜18：15

（お申込みは、11月 13日（金）17時までに ↓参加申込フォーム               

https://forms.gle/otCVzAGPATmBxZ1bA まで。）

*学籍番号は質問等欄ではなく、「ご職名/学年」欄へ記入してください。

オンライン（zoom）開催

杏林製薬株式会社
創薬本部 わたらせ創薬センター
薬理研究所 部長

永澤 道明 先生

問い合わせ先：
ヒトレトロウィルス学共同研究センタートランスレーショナルメディシン分野
e-mail:tr-jimu@kufm.kagoshima-u.ac.jp （内線）6279

＜参加申込フォーム＞

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科

医学研究講義のご案内

https://forms.gle/otCVzAGPATmBxZ1bA
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